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財
政
の
健
全
化
か
ら

       

郷
土
の
資
源
を
い
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
へ

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
　

　
今
年
も
町
民
の
皆
様
に
と
っ
て
、
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
あ
げ

ま
す
。

　
昨
年
は
、
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
が
当
地
で
開
催
さ
れ
、
洞
爺
湖
町
が
歴
史
に
名
を
刻
ん

だ
忘
れ
ら
れ
な
い
年
と
な
り
ま
し
た
。
約
１
年
に
わ
た
る
町
民
挙
げ
て
の
準
備
活
動
（
お
も
て

な
し
）
は
、
各
国
首
脳
を
始
め
、
随
行
員
、
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
な
ど
に
も
高
く
評
価
さ
れ
、
世

界
に
洞
爺
湖
町
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
サ
ミ
ッ
ト
後
も
入
江
・
高
砂
貝
塚
を
含
む
「
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
」
が
、
文
化

庁
か
ら
国
内
に
お
け
る
世
界
文
化
遺
産
候
補
と
し
て
選
出
さ
れ
た
り
、
「
洞
爺
湖
有
珠
山
地
域
」

が
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
国
内
推
薦
地
域
に
決
定
す
る
な
ど
、
サ
ミ
ッ
ト
を
機
に
郷
土
の
資
源
が
、

改
め
て
国
内
外
に
注
目
を
浴
び
る
喜
ば
し
い
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
今
後
こ
の
よ
う
な
状
況
を

積
極
的
に
活
用
し
、
環
境
問
題
へ
の
継
続
的
な
取
組
み
と
合
せ
、
町
政
発
展
へ
と
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
一
方
大
き
な
課
題
と
し
て
財
政
の
問
題
が
大
き
く
の
し
か
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
厳
し
い
財
政
状
況
を
払
拭
す
べ
く
、
こ
れ
ま
で
職
員
の
人
件
費
の
カ
ッ
ト
、
事
務
事
業
の
見

直
し
な
ど
全
庁
挙
げ
て
財
政
健
全
化
に
向
け
て
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
態
が
続
い
て
お
り
、
強
い
決
意
を
持
っ
て
臨
ま
ざ
る
負
え
な
い
事
態
に
至
っ
て
お

り
ま
す
。

　
洞
爺
湖
町
と
し
て
船
出
を
し
て
２
年
が
経
ち
、
明
確
な
羅
針
盤
が
必
要
な
状
況
を
迎
え
て
い

ま
す
。

   

私
達
の
郷
土(

ふ
る
さ
と)

は
、
世
界
が
認
め
る
ほ
ど
に
他
に
負
け
な
い
資
源
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
財
産
を
生
か
し
て
い
く
た
め
に
も
、
健
全
化
へ
の
方
向
性
を
は
っ
き
り
打

ち
出
し
、
町
民
の
先
頭
に
立
っ
て
サ
ミ
ッ
ト
開
催
地
と
し
て
誇
れ
る
町
に
再
生
し
て
い
く
こ
と

を
年
頭
に
あ
た
り
深
く
胸
に
刻
む
次
第
で
す
。

　
最
後
に
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
信
頼
を
得
て
、
厳
し
い
状
況
を
乗
り
越
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
の
時
期
、
高
額
療
養
費
の
未
請
求
問
題
や
納
税
係
の
職
員
の
不
祥
事
が
発
生
い
た
し

ま
し
た
。
誠
に
遺
憾
に
思
う
と
同
時
に
町
民
の
皆
さ
ん
に
は
深
く
お
詫
び
す
る
次
第
で
す
。
今

後
事
務
事
業
を
総
点
検
し
、
再
発
防
止
に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
職
員
規
律
や
奉
仕
者

と
し
て
の
意
識
の
徹
底
を
図
り
、
町
民
皆
さ
ん
の
信
頼
回
復
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

   

な
お
、
例
年
町
民
各
位
か
ら
年
賀
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
返
礼
は
公
職
選
挙

法
に
抵
触
す
る
こ
と
か
ら
、
ま
こ
と
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
差
し
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

           
       

平
成
21
年 

１
月 
吉
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                

洞
爺
湖
町
長
　
　
長
　
崎
　
良
　
夫

２

     

さ
ら
な
る
繁
栄
と
活
力
あ
る
町
へ

　　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
於
か
れ
ま
し
て
は
健
や
か
に
、
御
家
族
お
揃
い
で
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
事
と

御
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
は
町
議
会
に
対
し
て
、
深
い
御
理
解
と
御
指
導
賜
っ
て
居
り
ま

す
こ
と
議
員
を
代
表
し
て
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
と
共
に
、
本
年
も
叱
咤
、
激
励
戴
け
ま
す

様
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

   

昨
年
は
国
内
外
で
数
多
く
の
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
化
石
燃
料
の
高
騰
に
よ
る
物
価
高
か

ら
始
ま
り
、
食
の
安
全
か
ら
ア
メ
リ
カ
発
の
世
界
同
時
不
況
へ
と
続
き
、
そ
の
影
響
は
日
本
経

済
を
直
撃
し
、
輸
出
産
業
の
不
振
に
よ
る
雇
用
問
題
を
始
め
と
し
た
多
く
の
難
題
を
か
か
え
展

望
の
見
え
な
い
ま
ま
年
越
し
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
洞
爺
湖
町
は
サ
ミ
ッ
ト
に
明
け
暮
れ
の
１
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
地
球
温
暖
化
、
環

境
問
題
と
洞
爺
湖
の
雄
大
な
大
自
然
な
ど
改
め
て
再
認
識
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
事
は
喜
ば

し
い
限
り
で
す
。
又
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
、
清
掃
や
花
い
っ
ぱ
い
で
の
町
民
参
加
の
諸
行
事
は
こ

れ
か
ら
の
町
づ
く
り
の
為
に
は
欠
く
事
の
出
来
な
い
大
き
な
成
果
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

   

町
議
会
と
し
て
も
サ
ミ
ッ
ト
が
一
過
性
に
終
る
事
の
な
い
様
引
続
き
、
ア
フ
タ
ー
サ
ミ
ッ
ト

特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
４
月
オ
ー
プ
ン
予
定
の
仮
称
「
サ
ミ
ッ
ト
記
念
館
」
の
展
示
の
検
討

な
ど
を
始
め
魅
力
溢
れ
る
洞
爺
湖
の
構
築
と
更
な
る
活
性
化
に
向
け
て
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
又
、
昨
年
10
月
に
は
ユ
ネ
ス
コ
が
支
援
す
る
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
（
世
界
地
質
遺
産
）
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
へ
の
国
内
初
の
候
補
地
に
洞
爺
湖
有
珠
山
地
域
が
選
ば
れ
た
り
、
入
江
、
高
砂
貝
塚
が

世
界
文
化
遺
産
の
リ
ス
ト
に
入
り
、
そ
の
関
係
で
今
年
「
第
13
回
縄
文
シ
テ
ィ
サ
ミ
ッ
ト
」
が

洞
爺
湖
で
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
明
る
い
話
題
も
い
ろ
い
ろ
と
あ
り
ま
す
。

   

こ
れ
ら
の
恵
ま
れ
た
地
域
の
財
産
を
町
民
の
皆
様
と
と
も
に
力
を
合
わ
せ
て
繁
栄
さ
せ
、
子

々
孫
々
の
代
ま
で
引
き
継
い
で
行
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
景
気
が
悪
い
か
ら
と
云
っ
て
も
、

町
の
財
政
が
厳
し
い
か
ら
と
言
っ
て
も
町
民
の
生
活
に
直
接
関
る
問
題
は
停
滞
し
た
り
放
置
す

る
事
は
地
方
自
治
体
に
取
っ
て
は
許
さ
れ
な
い
の
で
す
。

　
議
会
の
使
命
は
町
民
の
生
活
を
豊
か
に
し
、
生
命
、
財
産
を
守
り
安
心
の
暮
し
を
考
え
る
の

が
仕
事
で
す
。
何
が
必
要
か
、
ど
ん
な
手
立
が
あ
る
の
か
、
あ
ら
ゆ
る
手
法
を
模
索
し
な
が
ら

洞
爺
湖
町
が
さ
ら
な
る
繁
栄
と
活
力
溢
れ
る
町
と
な
る
様
、
町
議
会
議
員
一
同
、
町
職
員
と
共

に
頑
張
る
所
存
で
す
。
町
民
皆
様
の
一
層
の
御
指
導
と
叱
咤
、
激
励
も
併
せ
て
お
願
い
し
ま
す
。

　
平
成
21
年
が
皆
様
に
取
っ
て
御
健
勝
で
最
良
、
更
な
る
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
様
御
祈
念
申

し
上
げ
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

           
          

平
成
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年 
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月 

吉
日
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な
い
ま
ま
年
越
し
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
洞
爺
湖
町
は
サ
ミ
ッ
ト
に
明
け
暮
れ
の
１
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
地
球
温
暖
化
、
環

境
問
題
と
洞
爺
湖
の
雄
大
な
大
自
然
な
ど
改
め
て
再
認
識
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
事
は
喜
ば

し
い
限
り
で
す
。
又
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
、
清
掃
や
花
い
っ
ぱ
い
で
の
町
民
参
加
の
諸
行
事
は
こ

れ
か
ら
の
町
づ
く
り
の
為
に
は
欠
く
事
の
出
来
な
い
大
き
な
成
果
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

   

町
議
会
と
し
て
も
サ
ミ
ッ
ト
が
一
過
性
に
終
る
事
の
な
い
様
引
続
き
、
ア
フ
タ
ー
サ
ミ
ッ
ト

特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
４
月
オ
ー
プ
ン
予
定
の
仮
称
「
サ
ミ
ッ
ト
記
念
館
」
の
展
示
の
検
討

な
ど
を
始
め
魅
力
溢
れ
る
洞
爺
湖
の
構
築
と
更
な
る
活
性
化
に
向
け
て
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
又
、
昨
年
10
月
に
は
ユ
ネ
ス
コ
が
支
援
す
る
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
（
世
界
地
質
遺
産
）
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
へ
の
国
内
初
の
候
補
地
に
洞
爺
湖
有
珠
山
地
域
が
選
ば
れ
た
り
、
入
江
、
高
砂
貝
塚
が

世
界
文
化
遺
産
の
リ
ス
ト
に
入
り
、
そ
の
関
係
で
今
年
「
第
13
回
縄
文
シ
テ
ィ
サ
ミ
ッ
ト
」
が

洞
爺
湖
で
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
明
る
い
話
題
も
い
ろ
い
ろ
と
あ
り
ま
す
。

   

こ
れ
ら
の
恵
ま
れ
た
地
域
の
財
産
を
町
民
の
皆
様
と
と
も
に
力
を
合
わ
せ
て
繁
栄
さ
せ
、
子

々
孫
々
の
代
ま
で
引
き
継
い
で
行
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
景
気
が
悪
い
か
ら
と
云
っ
て
も
、

町
の
財
政
が
厳
し
い
か
ら
と
言
っ
て
も
町
民
の
生
活
に
直
接
関
る
問
題
は
停
滞
し
た
り
放
置
す

る
事
は
地
方
自
治
体
に
取
っ
て
は
許
さ
れ
な
い
の
で
す
。

　
議
会
の
使
命
は
町
民
の
生
活
を
豊
か
に
し
、
生
命
、
財
産
を
守
り
安
心
の
暮
し
を
考
え
る
の

が
仕
事
で
す
。
何
が
必
要
か
、
ど
ん
な
手
立
が
あ
る
の
か
、
あ
ら
ゆ
る
手
法
を
模
索
し
な
が
ら

洞
爺
湖
町
が
さ
ら
な
る
繁
栄
と
活
力
溢
れ
る
町
と
な
る
様
、
町
議
会
議
員
一
同
、
町
職
員
と
共

に
頑
張
る
所
存
で
す
。
町
民
皆
様
の
一
層
の
御
指
導
と
叱
咤
、
激
励
も
併
せ
て
お
願
い
し
ま
す
。

　
平
成
21
年
が
皆
様
に
取
っ
て
御
健
勝
で
最
良
、
更
な
る
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
様
御
祈
念
申

し
上
げ
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

           
          

平
成
21
年 

１
月 
吉
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

              

　
洞
爺
湖
町
議
会
議
長
　  

篠
　
原
　
　
　
功

３

平成 2 1 年 　年 頭 のごあいさつ平 成 2 1 年 　年 頭 のごあいさつ
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生活環境課（   ７４－３００６）

平成21年4月から始まります！！

「湖・山・海とともに歩む心豊かなまち」をめざして
　洞爺湖町環境審議会において、住民のみなさんからの意見募集としてパブリックコメ
ントを実施するなどの審議を経て、答申を受けました計画の概要をお知らせします。
　なお、全文は町のホームページに掲載していますので、ご覧ください。

計画の目的・基本理念

　洞爺湖町まちづくり総合計画に掲げる“自然と共生する快適環境のまちづくり”を実現する

ため、さまざまな環境問題に対処し恵まれた環境を良好な状態で未来の世代に引き継ぐととも

に、自然と共生するまちづくりや地球環境にやさしい循環型社会への転換を進めることとし、

目標とする環境像「湖・山・海とともに歩む心豊かなまち」の実現をめざします。

計画の対象地域

　洞爺湖町全域を対象とします。

計画の期間

　平成21年度～平成30年度までの10年間

　※５年を目処に見直しを行います。

６つの分類と基本目標

　環境の要素を６つに分類し、基本目標、施策

の方針、数値の目標と重点的な取り組みを設定

し、計画の進行管理を行います。

役割と推進のための体制づくり

　よりよい環境を創造し、育て、守るため
には、住民・事業者・町の「協力と連携」
のもとに一体となって計画の実践に取り組
みます。○自然環境

　水とみどりあふれる自然と共生するまち

○生活環境

　おいしい空気と水を守り安心して暮らせるまち

○快適環境

　美しい景観を守り心潤うまち

○地球環境

　地球にやさしい暮らしを実践するまち

○学び、協力し合う環境

　みんなでつくる環境のまち

○資源利用環境

　もったいない気持ちを大切にするまち

【町民環境会議】

町民・事業者

関
係
機
関

国
・
道
な
ど

環
境
審
議
会

(

町
民
代
表)

環境施策推進会議
(庁内機関)

町

提案
協力

支援
情報提供

連携
諮問

答申

指示・調整 報告
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　燃やせるごみと燃やせないごみを回収すると、その中にも空き缶やペットボトルなど多くの資源ごみが
混ざっています。時には燃やせないごみ袋にいっぱいの空き缶を出す方もいます。
　「集めるときに分ければいいじゃないか」と思われる方もいるかもしれませんが、これでは時間と手間
が足りません。
　
  生活をする中でごみは出るもの
です。少しずつでも正しく分別し
ていくことで、多くが資源に生ま
れかわります。
  みんなで環境にやさしい暮らし
を実践していきましょう。
　分別方法や排出方法がわからな
い場合には、生活環境課にお問い
合わせください。

　こんなことにも貢献してます。

　みなさんの家庭から排出され
た空き缶やペットボトルは、西
いぶり広域連合に搬入され、資
源として売却しています。
　その売却益は、町のごみ処理
費用に充てられているんですよ。

　ペットの飼育マナーが悪く苦情があとを絶ちません。
　放し飼いや散歩のときのフンの始末が悪いといった通報がほとんどです。
　世の中には動物が好きな人も入れば苦手な人もいます。自分勝手な理屈だけでなく周りの人のこと
も考え、必ず係留して飼育してください。
　フンの苦情の多い所には「フンを持ち帰りましょう」といった看板を立てていますが、そんな看板
だらけのまちは嫌じゃないですか ……。
　みんながマナーを守って安心して暮らせるまちにしましょう。

  「おなかをすかせている野良犬・野良猫にエサをあげたい」という気
持ちは人として誰もがもっている大切な気持ちでしょう。しかし安易な
気持ちでエサを与えた結果、不幸な犬や猫をどんどん増やしてしまうと
いうことにつながりかねません。

あなたの飼い方まちがっていませんか？

それはホントにやさしいこと？

むやみにエサを与えることは止めましょう。

　 すでに多くの団体、個人のみなさんが活
動しています。
　 美しい洞爺湖の自然や道路、公園など
地域の公共の場をみなさんの手できれい
にしてみませんか？

【登録状況】
　○ 個人22名
　○ 団体17団体（493名）（12月20日現在）
　※登録は引き続き受け付けています。

　本町６区にお住まいの菅原勇さ
んが30Ｐを達成されました。
　菅原さんは主に町道沿線のごみ
拾いをほぼ毎日のように行ってい
ます。
　みなさんの家のそばでも活動し
てくれているかもしれませんね。

ー活動紹介ー
まち美化ボランティア



　
　
人
又
は
本
人
と
生
計
を
一
に
す

　
　
る
親
族
の
た
め
に
医
療
費
を
支

払
っ
た
場
合
に
、
一
定
の
金
額
を
医

療
費
控
除
と
し
て
所
得
金
額
か
ら
差

し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
控
除
額
の
算
定
方
法
は
、
平
成
20

年
中
に
支
払
っ
た
医
療
費
の
額
か
ら

保
険
金
等
で
補
填
さ
れ
る
額
を
差
し

引
い
た
金
額
か
ら
、
10
万
円
又
は
総

所
得
金
額
等
の
合
計
額
の
5
%
の
何

れ
か
少
な
い
金
額
を
差
し
引
き
、
そ

の
残
額
が
医
療
費
控
除
の
額
と
な
り

ま
す
。
こ
の
控
除
額
は
、
あ
く
ま
で

も
所
得
金
額
か
ら
の
控
除
額
で
、
算

出
税
額
か
ら
直
接
に
差
し
引
く
税
額

控
除
と
は
異
な
り
ま
す
の
で
ご
留
意

く
だ
さ
い
。

　
平
成
20
年
中
に
お
い
て
、
給
与
・

公
的
年
金
等
の
受
給
者
で
所
得
税
が

源
泉
さ
れ
て
い
る
方
、
ま
た
、
個
人

事
業
者
で
平
成
20
年
分
の
確
定
申
告

時
に
申
告
所
得
税
が
生
じ
る
方
に
つ

き
ま
し
て
は
、
医
療
費
控
除
に
係
る

確
定
申
告
（
還
付
申
告
）
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
所
得
税
が
還
付
若
し
く

は
軽
減
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
住
民
税

に
つ
い
て
も
同
様
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
20
年
中
に
お
い
て
、
国
民
年

金
・
国
民
健
康
保
険
税
等
を
納
め
ら

れ
た
方
、
ま
た
臨
時
雇
用
や
退
職
等

に
よ
る
任
意
継
続
社
会
保
険
料
を
納

め
ら
れ
た
方
で
、
主
に
受
給
し
た
給

与
・
公
的
年
金
等
か
ら
所
得
税
が
源

泉
さ
れ
て
い
る
方
な
ど
、
申
告
を
要

す
る
方
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
険
料

控
除
に
係
る
確
定
申
告（
還
付
申
告
）

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
所
得
税
が
還

付
若
し
く
は
軽
減
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
な
お
、
住
民
税
に
つ
い
て

も
同
様
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
税
務
財
政
課
課
税
係

　
74-

３
０
０
３
ま
で
。

６

シリーズ①

確　定

申　告

確　定

申　告

～控除について～

税務財政課　　　74－3003

医
療
費

　
　
　
控
除
に
つ
い
て

社
会
保
険
料

　
　
　
　
　
控
除
に
つ
い
て

本

　償却資産とは、土地や家屋以外の事業用の資産（構築物、機械、器具、

備品など）のことをいい、所得税法、法人税法で減価償却費として必要

経費又は損金に参入されるものです。

　償却資産の申告にあたっては、法人事業所は固定資産台帳や法人税申

告書を、個人事業者は所得税確定申告書の減価償却明細書や固定資産の

管理帳簿などをもとに行ってください。

　確定申告書の減価償却明細書に、控除される経費として事業用資産の

申告がなされていても、償却資産申告書には、その資産の記載が漏れて

いるといったことのないよう、必ず確認のうえ適正な申告をお願いいた

します。

　問合せ先　税務財政課課税係（　74-3003）

固定資産税の償却資産の申告を忘れていませんか？
申 告 は 2 月 2 日 ま で

償却資産とは

家 を 取 壊 し た 方 は
家 屋 の 滅 失 届 を
2 月 2 日 ま で に ！

　固定資産税は、1月1日現在の所有

者に課税されます。

　未登記の家屋を取壊した方で、ま

だ家屋の滅失届をされていない方は、

2月2日（月）までに税務財政課課税

係へ家屋滅失届を提出してください。

　なお、登記されている家屋につい

ては、札幌法務局室蘭支局へ建物滅

失登記申請書を提出し、滅失の手続

きを行ってください。



　
　
年
も
給
与
支
払
報
告
書
な
ど
を

　
　
提
出
し
て
い
た
だ
く
時
期
に
な

り
ま
し
た
。

　
次
の
事
項
に
留
意
の
う
え
、
提
出

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
郵
送
で
も
受
付
し
て
い
ま

す
。

■
提
出
期
限
　
平
成
21
年
2
月
2
日

　
　
　
　
　
　
（
月
）

　
　
　
　
　
　
毎
年
期
限
前
に
な
り

　
　
　
　
　
　
ま
す
と
、
窓
口
が
大

　
　
　
　
　
　
変
混
雑
し
ま
す
の
で

　
　
　
　
　
　
早
め
の
提
出
を
お
願

　
　
　
　
　
　
い
し
ま
す
。

■
提
出
先
　
洞
爺
湖
町
役
場
税
務

　
　
　
　
　
　
財
政
課

　
　
　
　
　
　
（
〒
０
４
９-

５
６

　
　
　
　
　
　
９
２
　
洞
爺
湖
町
栄

　
　
　
　
　
　
町
58
番
地
）

■
提
出
書
類
　
給
与
支
払
報
告
書
の

　
　
　
　
　
　
総
括
表
及
び
個
人
別

　
　
　
　
　
　
明
細
書
（
洞
爺
湖
町

　
　
　
　
　
　
在
住
者
分
）

●
給
与
支
払
報
告
書
（
個
人
別
明
細

書
）
に
つ
い
て

・
住
所
は
、
平
成
21
年
1
月
1
日
現

在
で
実
際
に
住
ん
で
い
る
住
所
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

（
住
民
票
が
な
い
場
合
で
も
、
通
年

そ
の
市
町
村
で
生
活
し
て
い
た
場
合
、

そ
の
市
町
村
に
て
道
町
民
税
を
課
税

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、
事
業

所
に
住
民
登
録
地
を
再
確
認
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
）

・
扶
養
欄
に
つ
い
て
、
控
除
対
象
配

偶
者
お
よ
び
扶
養
親
族
の
氏
名
と
続

柄
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
（
受
給

者
が
単
身
赴
任
し
て
い
る
な
ど
の
理

由
で
扶
養
者
と
住
民
登
録
地
が
異
な

り
、
該
当
市
町
村
で
世
帯
員
の
確
認

が
と
れ
な
い
場
合
に
つ
い
て
も
、
事

業
所
に
扶
養
者
の
氏
名
、
生
年
月
日

を
再
確
認
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

・
途
中
就
職
の
場
合
は
、
必
ず
前
事

業
社
名
、
前
事
業
所
で
の
給
与
・
社

会
保
険
料
・
源
泉
徴
収
税
額
、
退
職

年
月
日
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

（
記
載
が
な
い
場
合
、
前
職
分
を
合

算
し
て
年
末
調
整
し
て
い
る
の
に
、

前
職
分
を
再
度
加
算
し
て
計
算
し
て

し
ま
う
こ
と
に
な
り
、
年
末
調
整
後

の
所
得
税
額
が
あ
わ
な
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
と
き
、
該
当
市

町
村
で
は
内
容
の
確
認
が
取
れ
ま
せ

ん
の
で
、
内
容
不
明
で
税
務
署
か
ら

連
絡
が
い
っ
た
り
、
住
民
税
が
例
年

よ
り
高
く
課
税
さ
れ
た
り
し
ま
す
。）

・
個
人
別
明
細
書
に
つ
い
て
、
希
望

ま
た
は
連
絡
事
項
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
ら
備
考
欄
な
ど
に
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

（
徴
収
方
法
、訂
正
分
、追
加
分
な
ど
）

・
受
給
者
1
人
に
つ
き
2
枚
（
市
区

町
村
提
出
用
）
を
1
組
と
し
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
（
一
番
下
に
つ
い

て
い
る
源
泉
徴
収
票
（
交
付
用
）
は

受
給
者
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

一
般
の
受
給
者
は
緑
色
、
役
員
や

5
0
0
万
円
以
上
の
受
給
者
は
オ
レ

ン
ジ
色
の
給
与
支
払
報
告
書
で
作
成

し
て
く
だ
さ
い
。
）

　
平
成
20
年
中
に
支
払
わ
れ
た
給
与

金
額
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
、
全
員

（
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
も
含

み
ま
す
。
）
の
個
人
明
細
書
を
提
出

し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
個
人
別
明
細
書
は
年
末
調
整
関
係

資
料
と
と
も
に
税
務
署
か
ら
送
ら
れ

て
い
ま
す
　
（
11
月
中
旬
に
送
付
済

み
）。不
足
資
料
に
つ
い
て
は
、
室
蘭

税
務
署
ま
た
は
洞
爺
湖
町
役
場
税
務

財
政
課
に
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

・
具
体
的
な
記
入
方
法
は
、
年
末
調

整
関
係
資
料
と
と
も
に
送
付
さ
れ
て

い
る
「
平
成
20
年
分
年
末
調
整
の
し

か
た
（
国
税
庁
発
行
）
」
を
参
考
に

し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
　
室
蘭
税
務
署
　
個
人
課

　
　
　
　
　
税
3
部
門
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
０
１
４
３-

22-

４
４

　
　
　
　
　
２
０

　
　
　
　
　
洞
爺
湖
町
役
場
　
税
務

　
　
　
　
　
財
政
課
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
74-

３
０
０
３

７

今

給与支払報告書を

提出してください

　平成20年分の所得税の還付申告受付が、1月から始まります。

　町では、1月26日（月）から本庁窓口及び洞爺総合支所窓口で随

時受付を開始します。

　申告書は「確定申告の手引き」などを参考にご自分で作成し、お

早めに提出してください。

　また、申告書は、国税庁ホームページの「確定申告書等作成コー

ス」で簡単に作成することができ、作成した申告書は、送付又は電

子申告（e-Tax）により提出できます。

　申告相談で税務署にお越しの際は、印鑑、源泉徴収票、諸控除の

証明書などの必要書類をご持参ください。

　なお、3月5日(木)に、洞爺湖温泉支所で相談会を予定しています。

  詳しくは、室蘭税務署（  0143-22-4151）または役場税務財政課

（  74-3003）へ。�

１月から還付申告が始まります１月から還付申告が始まります
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月
の
途
中
で
75
歳
に
な
っ
て
長
寿

医
療
制
度
に
移
り
、
そ
の
月
に
高
額

な
医
療
費
が
か
か
っ
た
場
合
は
、
移

る
直
前
に
加
入
し
て
い
た
医
療
保
険

制
度
の
そ
れ
ぞ
れ
で
自
己
負
担
限
度

額
ま
で
を
支
払
う
こ
と
に
な
り
、
最

高
で
限
度
額
の
2
倍
の
金
額
を
支
払

う
方
が
い
ま
し
た
。

　
平
成
21
年
1
月
か
ら
は
下
図
の
例

の
よ
う
に
、
月
の
途
中
で
75
歳
に
な

っ
た
方
は
、
誕
生
日
前
後
の
医
療
保

険
制
度
で
限
度
額
が
半
額
ず
つ
に
な

り
ま
す
（
1
日
生
ま
れ
の
方
は
、
影

響
が
な
い
た
め
対
象
外
で
す
）
。

　
限
度
額
を
超
え
る
額
を
支
払
っ
た

場
合
は
、
超
え
た
額
を
支
給
し
ま
す

（
対
象
者
に
は
、お
知
ら
せ
し
ま
す
）。

　
な
お
、
平
成
20
年
4
月
か
ら
同
年

12
月
ま
で
に
、
月
の
途
中
で
75
歳
に

な
っ
た
方
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
医
療
機
関
で
の
窓
口
負
担
が
3
割

の
方
の
う
ち
、
次
の
要
件
に
あ
て
は

ま
る
方
は
、
平
成
21
年
1
月
か
ら
1

割
負
担
に
な
り
ま
す
。

　
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
個

別
に
お
知
ら
せ
を
お
送
り
し
て
い
ま

す
。

【
要
件
】
次
の
す
べ
て
に
当
て
は
ま

る
方
で
す
（
3
割
負
担
の
方
全
員
が

該
当
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
。

①
　
同
じ
世
帯
内
に
、
長
寿
医
療
制

度
の
被
保
険
者
が
一
人
で
あ
る
。

②
　
同
じ
世
帯
内
に
、
70
歳
～
74
歳

の
方
が
住
ん
で
い
る
。

③
　
①
と
②
の
方
の
＊

収
入
の
合
計

額
が
5
2
0
万
円
未
満
で
あ
る
。

＊
　
収
入
と
は
、
前
年（
平
成
19
年
）

の
所
得
税
法
上
の
収
入
金
額
（
退
職

所
得
に
係
る
収
入
金
額
を
除
く
。）で

あ
り
、
必
要
経
費
（
公
的
年
金
等
控

除
や
給
与
所
得
控
除
な
ど
）
や
所
得

控
除
を
差
し
引
く
前
の
額
で
す
。

　
長
寿
医
療
制
度
の
保
険
料
を
年
金

差
し
引
き
で
納
め
て
い
る
方
ま
た
は
、

こ
れ
か
ら
年
金
差
し
引
き
に
な
る
方

は
、
口
座
振
替
に
切
り
替
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
切
り
替
え
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

申
し
出
が
必
要
で
す
。

▼
申
し
出
に
必
要
な
も
の

　
本
人
の
保
険
証
、
振
替
口
座
の

８

75
歳
に
な
る
月
の

 

自
己
負
担
限
度
額
が

　
　
　
調
整
さ
れ
ま
す

　
1
月
か
ら

 
 

窓
口
負
担
割
合
が
変
更

 
 
 
 

に
な
る
方
が
い
ま
す

「
年
金
差
し
引
き
」
か

　
　
「
口
座
振
替
」

　
　
　
　
を
選
択
で
き
ま
す

後期高齢者
医療制度

Aさん74歳単身者（2月生まれ）で区分が「一般」の場合

１月 ２月 ３月

国民健康保険被用者保険

長　寿　医　療　制　度

　　合　　　　　　　計

自己負担限度額
22,200円

75歳で移行

自己負担限度額
44,400円

自己負担限度額
22,200円

自己負担限度額
44,400円

1月：44,400円

（国保・被用者保険44,400円）

２月：44,400円
（国保・被用者保険22,200円、
長寿医療制度22,200円）

３月：44,400円

（長寿医療制度44,400円）

１月 ２月 ３月

国民健康保険被用者保険

長　寿　医　療　制　度

　　合　　　　　　　計

自己負担限度額
22,200円

２月：66,600円
（国保・被用者保険22,200円、
長寿医療制度44,400円）

３月：44,400円

（長寿医療制度44,400円）

Bさん Cさん Bさん Cさん Bさん Cさん

75歳で移行

自己負担限度額
44,400円

自己負担限度額
44,400円

自己負担限度額
44,400円

自己負担限度額
44,400円※

１月：88,800円
（国保・被用者保険44,400円、
長寿医療制度44,400円）

Bさん75歳・Cさん74歳（2月生まれ）で区分が「一般」の場合

（図）自己負担限度額が半額になる例（入院で医療額が高額になった例）

（　　）長寿医療制度

　　　のお知らせ
～被保険者の医療負担を軽減～

住民課　国保医療係　　74－3002

※同じ世帯における長寿医療制度の加入者分を合算できるため、自己負担限度額は、
　44、400円になります。
＊外来の場合も同様に半額になります。
＊「現役並み所得者」「区分Ⅰ」「区分Ⅱ」の区分の方も同様に半額になります。
＊被用者保険の自己負担限度額が上図の金額と異なる場合は、加入先にご確認ください。



預
金
通
帳
と
お
届
け
印
、
申
出
書

▼
申
し
出
先

　
住
民
課
国
保
医
療
係

　
1
月
30
日
ま
で
に
申
し
出
を
す
る

と
、
平
成
21
年
4
月
分
の
年
金
か
ら

の
差
し
引
き
が
中
止
さ
れ
、
7
月
か

ら
口
座
振
替
で
お
支
払
い
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
（
年
間
の
保
険
料

は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
1
回
当
た
り

の
納
付
額
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
）
。

　
申
し
出
は
、
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
が
、
年
金
差
し
引
き
か
ら
口
座

振
替
に
切
り
替
わ
る
時
期
は
、
申
し

出
の
時
期
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
こ
れ
ま
で
の
国
保
の
納
付

実
績
な
ど
に
よ
り
口
座
振
替
へ
の
変

更
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
や
、
口
座

切
り
替
え
た
後
に
滞
納
が
続
い
た
場

合
は
年
金
差
し
引
き
に
戻
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
洞
爺
湖
町
役
場
住
民
課
国
保
医
療

係
　
　
74-

３
０
０
２

 

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
　
０
１
１-

２
９
０-

５
６
０
１

 
 

火
」
及
び
「
放
火
の
疑
い
」
に 
 
 
 
 
 

 
 

よ
る
火
災
が
、
年
々
増
加
し
、

放
火
の
傾
向
と
し
て
は
、
冬
か
ら
春

先
に
及
び
夜
間
か
ら
明
け
方
に
か
け

て
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
放
火
火
災
の
防
止
策
の
基
本
は
、

「
放
火
さ
れ
な
い
、
放
火
さ
せ
な
い
、

放
火
さ
れ
て
も
被
害
を
大
き
く
さ
せ

な
い
」
こ
と
で
す
。
放
火
火
災
を
防

ぐ
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
放
火
さ
せ

な
い
よ
う
、
心
掛
け
る
だ
け
で
な
く
、

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
放
火
さ
せ
な

い
環
境
を
作
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 

　
家
の
周
り 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
燃
え
や
す 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

い
物
は
置
か

 
 
 
 
 
 
 
 
 

な
い
よ
う
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 

す
る
な
ど
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 

常
に
整
理
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 

外
部
の
目
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 

触
れ
な
い
よ

 
 
 
 
 
 
 
 
 

う
に
す
る
こ

 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
で
す
。

　
　
江
4
区
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
で
は
、 
 

　
　
恒
例
と
な
り
ま
し
た
夜
の
巡
回

が
12
月
4
・
11
・
18
・
26
日
と
寒
さ

が
一
段
と
厳
し
く
な
っ
て
き
た
中
、

行
わ
れ
ま
し
た
。
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

員
と
自
治
会
役
員
の
方
々
の
ご
協
力

も
あ
っ
て
、
寒
い
中
「
火
の
用
心
」

の
掛
け
声
と
と
も
に
拍
子
木
を
鳴
ら

し
て
、
地
域
の
無
火
災
を
願
い
夜
の

巡
回
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
爺
湖
消
防
署
で
防
火
管
理
者
資

　
　
格
取
得
講
習
会
が
11
月
27
・
28

日
の
両
日
洞
爺
湖
町
総
合
庁
舎
3
階

防
災
研
修
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
取
得
講
習
会
に
は
、
甲
種
防
火
管

理
者
取
得
に
は
37
名
、
乙
種
防
火
管

理
者
に
は
6
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。
乙
種
に
つ
い
て
は
防
火
管
理
者

と
し
て
の
防
火
に
関
し
て
の
知
識
を

取
得
す
る
た
め
に
1
日
間
の
受
講
が

必
要
で
し
た
。
甲
種
に
つ
い
て
は
、

さ
ら
に
多
く
の
知
識
を
取
得
す
る
た

め
2
日
間
の
受
講
が
必
要
で
し
た
。 
 

 

資
格
取
得
に
は
、
洞
爺
湖
町
周
辺

の
市
町
か
ら
も
来
町
さ
れ
た
受
講
者

全
員
が
合
格
さ
れ
ま
し
た
。

９

  保険料は、所得税や個人住民税の

社会保険料控除の対象になります。

  保険料「年金差し引き」または

「本人の口座から納めている場合」

は、本人の控除対象となります。

  また、本人以外の口座振替に変更

した場合、口座振替によって支払っ

た方の控除の対象となります。

保険料は

     税金の控除の

           対象になります

保険料は

     税金の控除の

           対象になります

消
防
だ
よ
り

1
月
の
広
報
テ
ー
マ

「
住
宅
防
火
対
策
の
推
進
」

11
月
の

●
火
災
件
数
　
0
件

●
救
急
件
数
　
42
件

　
統
一
標
語

「
火
の
し
ま
つ
　

 
 
 

君
が
し
な
く
て
　

 
 
 
 
 
 
 

誰
が
す
る
」

「
放

入洞

放
火
に
よ
る
火
災
の
防
止

入
江
4
区
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

恒
例
の
夜
の
巡
回

防
火
管
理
者
資
格
取
得

講
習
会
開
催

夜巡りをした入4区婦人防火
クラブの皆さん

夜巡りをした入4区婦人防火
クラブの皆さん

熱心に話しを聞く受講者熱心に話しを聞く受講者
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月
５
日
洞
爺
湖
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
で
行
わ
れ
た
平
成
21
年
度
洞
爺

湖
消
防
出
初
式
に
お
い
て
、
旧
洞
爺

村
消
防
団
員
と
し
て
、
30
年
以
上
の

永
き
に
わ
た
り
そ
の
任
務
を
遂
行
し

て
き
た
19
人
の
皆
さ
ん
に
対
し
、
洞

爺
湖
町
か
ら
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　
消
防
団
長
と
し
て
、
ま
た
30
年
以

上
の
永
き
に
わ
た
る
消
防
団
員
と
し

て
、
町
民
の
生
命
・
身
体
・
財
産
の

保
護
に
努
め
、
町
民
の
信
頼
安
心
の

確
立
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

▽
菊
地
政
信
さ
ん
（
洞
第
1
）

▽
宮
武
勝
重
さ
ん
（
洞
第
1
）

▽
大
西
　
隆
さ
ん
　（
美
沢
東
）

▽
河
田
七
三
さ
ん
（
伊
達
市
）

▽
青
葉
春
男
さ
ん
（
曙
）

▽
大
廣
　
功
さ
ん
（
洞
第
2
）

▽
岸
本
盛
美
さ
ん
（
洞
第
3
）

▽
島
口
　
正
さ
ん
（
伊
達
市
）

▽
塩
田
　
勉
さ
ん
（
洞
第
4
）

▽
佐
伯
義
視
さ
ん
（
美
沢
東
）

▽
木
谷
和
夫
さ
ん
（
洞
第
3
）

▽
木
村
　
基
さ
ん
（
洞
第
3
）

▽
大
西
　
浩
さ
ん
　
（
曙
）

▽
山
田
久
勝
さ
ん
（
曙
）

▽
橋
本
志
津
男
さ
ん（
美
沢
西
）

▽
故
大
西
德
雄
さ
ん（
洞
第
4
）

▽
故
森
川
光
一
さ
ん（
美
沢
東
）

▽
唯
木
　
悟
さ
ん
（
洞
第
3
）

永年の努力に光

功
労
表
彰

１
ー
自
治
功
労
ー
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月
５
日
、
平
成
20
年
度
洞
爺
湖

　
　
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
（
Ｎ
Ｐ
О

法
人
洞
爺
ま
ち
づ
く
り
観
光
協
会
主

催)

の
表
彰
式
が
、と
う
や
・
水
の
駅

で
行
わ
れ
、
応
募
総
数
38
点
か
ら
特

選
に
今
野
美
弥
子
さ
ん
（
伊
達
市
）

の
「
静
寂
―
し
じ
ま
」
が
選
ば
れ
ま

し
た
。
そ
の
ほ
か
入
賞
作
品
と
し
て

12
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
特
選
以
外
の
入
賞
者
は
次
の
と
お

り
。
（
準
特
選
以
外
は
町
内
関
係
者

の
み
・
敬
称
略
）

▽
準
特
選
　
五
十
嵐
幸
二（
秋
田
県
）

▽
入
選
　
秋
山
密
雄
（
入
1
区
）
▽

佳
作
　
村
上
喜
美
子
（
美
沢
西
）
　

安
達
京
子
（
財
田
）

洞爺フォトコンテスト
　写真で洞爺の魅力をアピール

富山　一さんと小野浩さん
サミット記念品小学校児童に500 個寄贈

　
　
月
11
日
、
道
の
駅
あ
ぷ
た
で
は
、

　
　
前
身
の
地
場
産
品
直
売
セ
ン
タ

ー
か
ら
数
え
て
買
い
物
客
が
30
万
人

に
達
し
ま
し
た
。

　
節
目
に
買
物
し
た
の
は
、
札

幌
か
ら
仕
事
の
帰
り
に
立
ち
寄

っ
た
佐
々
木
邦
昭
さ
ん
。

　
5
、
0
0
0
円
相
当
の
地
場

産
品
の
詰
め
合
わ
せ
セ
ッ
ト
が

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
「
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
つ
い

て
い
る
の
な
ら
宝
く
じ
で
も
買

お
う
か
な
」
と
喜
び
一
杯
の
表

情
で
し
た
。

　
菊
地
敬
司
専
務
は
「
今
後
も

地
場
産
品
に
こ
だ
わ
っ
た
店
作
り
を

し
て
い
き
た
い
」
と
同
店
の
30
万
人

突
破
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

道の駅あぷた
　買物客が30万人突破　

　
　
原
の
老
人
ク
ラ
ブ
喜
楽
会
（
大

　
　
西
勝
義
会
長
＝
会
員
24
人
）
は
、

12
月
20
日
、
日
頃
見
る
こ
と
の
少
な

い
虻
田
地
区
の
公
共
施
設
を
見
学
し
、

見
聞
を
広
め
ま
し
た
。

　
同
会
で
は
、
2
カ
月
1
度
保
健
師

と
の
相
談
会
を
開
催
し
た
り
、
町
の

老
人
運
動
会
に
参
加
す
る
な
ど
活
動

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
冬
季
に
特
に
家
に
引
き

こ
も
り
が
ち
な
お
年
寄
り
の
生
活
を

改
善
し
た
い
と
企
画
さ
れ
、
当
日
は

会
員
が
19
人
参
加
。
役
場
本
町
舎
、

消
防
庁
舎
、
道
の
駅
あ
ぷ
た
、
洞
爺

湖
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
公
共

施
設
を
巡
り
、
有
意
義
な
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

見聞を広め楽しい1日
大原喜楽会公共施設見学会実施　

●
ま
ち
の
わ
だ
い
●

●
ま
ち
の
わ
だ
い
●

12

大

　
　
月
10
日
、
富
山
　
一
さ
ん
（
温

　
　
5
区
）と
小
野
浩
さ
ん（
虻
6
区
）

が
、
サ
ミ
ッ
ト
に
合
わ
せ
て
作
成
、

販
売
し
た
炭
の
置
物
を
、
「
サ
ミ
ッ

ト
記
念
品
と
し
て
児
童
ら
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
た
い
」
と
役
場
を
訪
問
し
ま

し
た
。

　
富
山
さ
ん
ら
は
、
サ
ミ
ッ
ト
開
催

を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
環
境
を
テ
ー

マ
に
し
た
サ
ミ
ッ
ト
に
ふ
さ
わ
し
く
、

炭
を
材
料
に
ト
ウ
ロ
ン
く
ん
の
形
を

し
た
置
物
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
教
育
長
に
町
内
の
小
学

校
児
童
分
5
0
0
個
の
寄
贈
を
申
し

出
、
そ
の
目
録
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
真
屋
教
育
長
は
「
児
童
ら
に
と
っ

て
、
良
い
思
い
出
の
品
に
な
る
で
し

ょ
う
」
と
二
人
に
お
礼
を
述
べ
ま
し

た
。

12

12

入賞された皆さん入賞された皆さん真屋教育長に目録を渡す
富山(右)さんと小野さん
真屋教育長に目録を渡す
富山(右)さんと小野さん

30万人目となった佐々木邦昭さん(左)30万人目となった佐々木邦昭さん(左)長崎町長と記念撮影する喜楽会の皆さん長崎町長と記念撮影する喜楽会の皆さん
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歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
40
年
間
保

　
　
険
料
を
納
め
た
人
が
、
65
歳
か

ら
受
給
す
る
老
齢
基
礎
年
金
は
満
額

で
７
９
２
、
１
０
０
円
（
平
成
20
年

度
額
）
で
す
。

　
老
齢
基
礎
年
金
制
度
に
上
乗
せ
し

て
年
金
額
を
充
実
さ
せ
る
に
は
、「
付

加
年
金
」
「
国
民
年
金
基
金
」
「
確

定
搬
出
年
金
（
個
人
型
）
」
な
ど
の

制
度
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
制
度
に
加

入
す
る
と
納
め
た
保
険
料
や
掛
け
金

は
全
額
所
得
控
除
と
な
り
、
所
得
税

や
住
民
税
が
安
く
な
る
と
い
う
メ
リ

ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

１
、
付
加
年
金

　
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
な

い
こ
と
が
条
件
に
な
り
ま
す
が
、
国

民
年
金
第
1
号
被
保
険
者
は
、
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
す
る
際
に
付
加

年
金
を
納
付
す
る
こ
と
で
、
老
齢
基

礎
年
金
に
付
加
年
金
が
上
乗
せ
さ
れ

ま
す
。

★
付
加
保
険
料
額
　
4
0
0
円
　
付

加
年
金
額
　
2
0
0
円
×
納
付
月

２
、
国
民
年
金
基
金

　
第
1
号
被
保
険
者
が
対
象
と
な
り
、

「
地
域
型
」
「
職
能
型
」
の
い
ず
れ

か
を
選
択
し
て
加
入
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
加
入
者
は
掛
け
金
や
受
け

た
い
年
金
額
な
ど
に
応
じ
て
、
口
数

と
給
付
の
型
を
選
択
し
て
国
民
年
金

保
険
料
と
は
別
に
掛
け
金
を
納
め
ま

す
。

＊
国
民
年
金
基
金
は
、
国
民
年
金
の

任
意
加
入
被
保
険
者
の
方
は
加
入
で

き
ま
せ
ん
。

３
、
確
定
搬
出
年
金
（
個
人
型
）

　
個
人
型
の
確
定
搬
出
年
金
は
、
公

的
年
金
に
上
乗
せ
さ
れ
る
制
度
で
す
。

自
分
の
持
分
（
年
金
資
産
）
が
明
確

で
、
自
己
責
任
で
運
用
商
品
を
選
び

運
用
す
る
の
が
特
徴
で
す
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
先
】

１
、
付
加
年
金
　
室
蘭
社
会
保
険
事

務
所
（
　
0
1
4
3-

24-

7
1
0
4
）

２
、
国
民
年
金
基
金
・
確
定
搬
出
年

金
（
個
人
型
）
　
北
海
道
国
民
年
金

基
金
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
　
０
１
２

０-

65-

４
１
９
２
）

　
　
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ

　
　
と
が
困
難
な
方
は
、
そ
の
ま
ま

未
納
と
せ
ず
、
免
除
等
の
申
請
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
役

場
・
洞
爺
総
合
支
所
・
温
泉
支
所
等

の
国
民
年
金
担
当
窓
口
又
は
最
寄
の

室
蘭
社
会
保
険
事
務
所
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

12

わ
た
し
の
う
た

短
　
歌

俳
　
句

【
あ
ぷ
た
俳
句
会
】
十
二
月
定
例
会

【
あ
ぶ
た
短
歌
会
】
十
二
月
定
例
会

20

…そこが知りたい
年金年金

あ
な
た
も
年
金
を

　
　
　
　
　
　
増
や
し
ま
せ
ん
か
？

国 国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
申
請
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

木
枯
に
攫
は
れ
そ
う
に
開
拓
碑
　
　
　
　
　
　
　
　
井
　
村
　
育
　
子

納
棺
の
母
の
口
紅
返
へ
り
花
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
　
原
　
敏
　
子

パ
ソ
コ
ン
に
座
し
て
あ
て
な
き
冬
の
旅
　
　
　
　
　
白
　
井
　
み
　
え

一
対
の
灯
台
凛
と
今
朝
の
冬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塩
　
川
　
サ
チ
子

立
冬
や
律
儀
な
時
計
す
す
み
が
ち
　
　
　
　
　
　
　
矢
　
野
　
知
　
子

ハ
リ
ハ
リ
と
薄
氷
ふ
む
児
ら
の
朝
　
　
　
　
　
　
　
那
　
須
　
伶
　
子

山
寺
の
墨
絵
に
染
ま
る
今
朝
の
冬
　
　
　
　
　
　
　
小
笠
原
　
　
　
勇

一
湾
の
真
ん
中
に
座
し
冬
日
落
つ
　
　
　
　
　
　
　
三
　
瓶
　
　
　
修

う
す
ご
お
り

り
ち
ぎ

り
ん

さ
ら

啄
木
の
青
柳
町
の
歌
碑
を
見
て

　
　
　
小
春
日
和
の
噴
水
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
大
　
高
　
国
太
郎
　

燃
え
に
燃
ゆ
る
ど
う
だ
ん
つ
つ
じ
の

　
　
　
真
赤
き
も
一
夜
の
雪
に
色
を
失
う
　
　
　
　
伊
　
藤
　
静
　
子

レ
シ
ビ
な
ど
書
い
て
は
お
ら
ぬ
亡
き
母
の

　
　
　
飯
寿
し
に
漬
物
妹
が
継
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
太
　
田
　
　
　
智

燃
ゆ
る
火
に
温
み
て
を
れ
ば
ゆ
く
り
な
く
　

　
　
　
夜
風
が
窓
を
わ
が
胸
を
打
つ
　
　
　
　
　
　
山
　
木
　
　
　
孝

冬
至
に
は
柚
湯
を
た
て
て
か
ぼ
ち
ゃ
煮
る
を

　
　
　
仕
来
た
り
と
受
け
し
亡
姑
を
想
う
　
　
　
　
大
　
西
　
芳
　
子
　
　
　
　
　
　
　
　

悔
い
の
な
き
陸
上
人
生
と
引
退
を

　
　
　
告
ぐ
る
ア
ス
リ
ー
ト
の
涙
清
し
き
　
　
　
　
赤
　
塚
　
瑛
　
子

師
走
と
も
思
へ
ぬ
日
ざ
し
に
誘
わ
れ
て

　
　
　
散
歩
道
行
く
雑
事
忘
れ
て
　
　
　
　
　
　
　
北
　
島
　
加
　
代

母
の
手
に
紙
漉
の
仕
ぐ
さ
は
寒
き
冬

　
　
　
小
声
に
聞
こ
ゆ
紙
漉
き
の
歌
　
　
　
　
　
　
室
　
野
　
晃
　
慶

川
の
面
に
落
葉
に
包
ま
れ
蛙
の
む
れ

　
　
　
産
卵
終
え
て
た
だ
よ
い
て
お
り
　
　
　
　
　
元
　
田
　
フ
ジ
子

激
動
の
世
界
情
勢
を
憂
え
つ
つ

　
　
　
太
白
星
に
平
和
を
祈
る
　
　
　
　
　
　
　
　
大
久
保
　
と
み
乃

し
き

は
は
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　従
来
の

 

1
期 

生
後
12
ヵ
月
以
上
24
ヵ
月 
 

 
 
 
 

未
満
の
者

 

2
期 

5
歳
以
上
7
歳
未
満
で
小

 
 
 
 

学
生
入
学
前
の
1
年
間

に
加
え
て
平
成
24
年
ま
で
の
間
は
、

 

3
期 

中
学
1
年
生
相
当
世
代 

 
 
 
（
年
度
内
に
13
歳
に
な
る
者
）

 

4
期 

高
校
3
年
生
相
当
世
代 
 
 

 
 
 

(
年
度
内
に
18
歳
に
な
る
者
）

が
定
期
予
防
接
種
対
象
者
に
な
り
ま

す
。

 

こ
こ
数
年
春
先
に
、
麻
疹
が
流
行

し
休
校
に
な
っ
て
い
る
大
学
が
あ
り

ま
す
。

 

洞
爺
湖
町
で
は
、
9
月
末
の
接
種

率
が
2
期
44
・
３
%
、
３
期
53
・
４

%
、
4
期
66
・
３
%
で
す
。

　
90
%
以
上
の
接
種
率
を
保
た
な
い

と
集
団
の
免
疫
力
が
つ
か
な
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
対
象
の
方
は
個
人
通
知
で
お
知
ら

せ
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ま
だ
接
種

し
て
な
い
お
子
さ
ん
に
は
、
体
調
の

よ
い
時
に
必
ず
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
、
対
象
外
で
4
月
か
ら
進
学

や
就
職
を
予
定
し
て
い
る
方
も
任
意

で
接
種
し
て
お
く
と
集
団
生
活
に
入

る
の
に
安
心
で
す
。

　
疑
問
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
健

康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
　
76-

４
０
０

６
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
幌
法
務
局
室
蘭
支
局
と
室
蘭
人

　
　
権
擁
護
委
員
協
議
会
が
主
催
す

る
「
思
い
や
り
の
心
を
育
て
る
人
権

教
室
」
が
、
と
う
や
小
学
校
と
洞
爺

湖
温
泉
小
学
校
の
2
校
で
開
か
れ
、

い
じ
め
の
問
題
や
相
手
を
認
め
、
思

い
や
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し

た
。

　
12
月
19
日
、
洞
爺
湖
温
泉
小
学
校

で
は
、
6
年
生
を
対
象
に
し
て
開
催
。

町
の
人
権
擁
護
委
員
の
三
浦
敦
子
さ

ん
ら
が
中
心
と
な
り
同
教
室
を
進
め

て
行
き
ま
し
た
。

　
最
初
に
人
権
啓
発
ビ
デ

オ
「
み
〜
つ
け
た
」
を
視

聴
。
ウ
サ
ギ
の
飼
育
当
番

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
物
語

で
、
思
い
や
り
の
精
神
や

人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
と
り
方
な
ど
に
つ

い
て
意
見
を
出
し
合
い
ま

し
た
。

　
最
後
に
シ
ン
ボ
ル
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
人
権
ま
も
る

く
ん
も
登
場
し
、
児
童
ら

の
人
気
を
集
め
ま
し
た
。

　
一
方
と
う
や
小
学
校
で
は
、
12
月

12
日
、
５
・
6
年
生
を
対
象
に
し
て
、

町
の
人
権
擁
護
委
員
の
五
十
嵐
優
子

さ
ん
ら
を
講
師
に
開
催
。

　
最
初
に
人
権
啓
発
ビ
デ
オ
「
名
前

…
そ
れ
は
燃
え
る
命
」
を
視
聴
し
、

人
そ
れ
ぞ
れ
名
前
が
違
い
、
民
族
も

違
う
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
個
性
を
尊
重

す
る
こ
と
や
あ
だ
名
な
ど
名
前
を
通

し
た
い
じ
め
な
ど
に
つ
い
て
学
習
し

ま
し
た
。

13

麻
疹
・風
疹
予
防
接
種
が

4
月
か
ら
変
わ
り
ま
し
た
。

　洞爺湖町食生活改善推進員協議会で

は、食を通して楽しく健康づくりを実

践してもらうことを目的に「ヘルスサ

ポーター21教室」を開催します。

■日　時　平成21年2月17日（火）

　　　　　　　10時～14時ころ

■会　場　とうやふれ愛センター

　　　　　　　（洞爺町）

■内　容　健康づくりのための講話、

　　　　　　　調理実習、体脂肪測定など

■持ち物　エプロン、髪をおおうもの、

　　　　　　　うわぐつ、筆記用具

■参加料　300円

■申込み　2月12日（木）までに
健康福祉センターさわやか

　　　　　　　　（　　76-4006）へ

ヘルスサポーター21教室
　　　　　　　　　のお知らせ
ヘルスサポーター21教室
　　　　　　　　　のお知らせ

町
内
2
小
学
校
で
人
権
教
室
開
催

　
相
手
を
思
い
や
る
心
育
て
る

札

人権まもるくんと記念撮影する児童ら人権まもるくんと記念撮影する児童ら



　
　
達
が
手
に
入
れ
た
画
期
的
な
娯

　
　
楽
で
あ
る
地
上
テ
レ
ビ
放
送
は
、

今
か
ら
50
年
以
上
も
前
に
始
ま
り
ま

し
た
。
最
初
の
進
化
は
カ
ラ
ー
化
で

す
。
２
つ
目
は
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
の
登

場
で
す
。
そ
し
て
今
さ
ら
に
大
き
な

進
化
の
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
そ

れ
が
テ
レ
ビ
放
送
の
デ
ジ
タ
ル
化
で

す
。
50
年
以
上
も
続
け
た
ア
ナ
ロ
グ

放
送
を
思
い
切
っ
て
終
了
し
、
デ
ジ

タ
ル
放
送
に
完
全
に
移
行
し
ま
す
。

　
平
成
13
年
の
電
波
法
改
正
に
よ
り
、

ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
に
よ
る
周
波

数
の
使
用
を
10
年
以
内
に
停
止
す
る

こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま

え
て
作
成
さ
れ
た
放
送
用
周
波
数
使

用
計
画
（
チ
ャ
ン
ネ
ル
プ
ラ
ン
）
な

ど
に
お
い
て
、
そ
の
使
用
期
限
を
平

成
23
年
（
2
0
1
1
年
）
7
月
24
日

と
規
定
さ
れ
ま
し
た
。

2011年

7月24日までにアナログテレビ

放送は終了し、デジタル放送に

完全に移行します

アナログ放送終了告知シール

　現在市販されているテレビや録画機器など
で、アナログ放送にしか対応していないもの
には、それぞれシールが貼付され、または、
マークが表示されています。
　アナログテレビ放送終了後にテレビで地上
デジタル放送をご覧になる場合には、以下の
いずれかの対応が必要になります。
※アナログチューナー搭載の車載テレビやパ
ソコンも含まれます。

地上デジタルテレビ放送を視聴するには

テレビを買い換える デジタルチューナーを買い足す ケーブルテレビで視聴する

　現在アナログテレビをお使いの方
は、地上デジタルテレビをお買い求
めになれば、ハイビジョンの高画質
やデータ放送などのデジタル機能を
お楽しみいただけます。テレビによ
って、機能、特徴などが異なりますの
で、詳しくは店頭でご確認ください。
※UHBアンテナの設置が別途必要な
場合があります。

　現在お使いのアナログテレビをアナ
ログ放送終了後もそのままお使いにな
る場合は、デジタルチューナーを買い
足す必要があります。なお、チューナ
ーによっては一部のデジタル機能が使
用できなかったり、お使いのテレビの
機種によってはハイビジョン放送をお
楽しみいただけない場合もあります。
※UHBアンテナの設置が別途必要な場
合があります。

　ケーブルテレビ専用のセットトップボ
ックスを使用し、現在お使いのアナログ
テレビで地上デジタル放送をご覧になれ
る場合があります。ケーブルテレビによ
っては、地上デジタルテレビやデジタル
チューナーが必要な場合もございますの
で、詳しくはお近くのケーブルテレビ局
にお問い合わせください。

地上デジタルチューナー搭載機器ロゴマーク

　現在市販されているテレビや録画機器などで、

地上デジタル放送に対応しているかどうかを見

分けるには、このマークを目印にしてください。

私

機能、特徴が
いろいろありますので、
詳しくは店頭で
お確かめください。

この黄色のシールが
あるものは、そのままでは

デジタル放送が
見られないのね。

　テレビ調査人や工事

人を名乗って不正請求

を行ったり、郵便によ

る振り込め詐欺（架空

請求）を行ったりする

例がおきています。地

上デジタル放送に関す

る誤った情報や不十分

な情報にもとづいて関

連商品・サービスを売

りつける悪徳商法にご

注意ください。

問
合
せ
先

　
総
務
省
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ

ジ
ョ
ン
放
送
受
信
セ
ン
タ
ー
　

　
0
5
7
0
‐
0
7
‐
0
1
0
1

・
平
日
9
：
00
〜
21
：
00
／
土
日

祝
日
9
：
00
〜
18
：
00
　

http://soumu.go.jp/
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悪徳商法に

ご注意ください



　
　
人
世
帯
、
重
度
心
身
障
害
者
世

　
　
帯
、
ひ
と
り
親
世
帯
等
に
対
し
、

生
活
の
一
助
と
し
て
冬
期
採
暖
に
必

要
な
福
祉
灯
油
の
購
入
助
成
を
行
い

ま
す
。

　
「
対
象
と
な
る
世
帯
」
「
世
帯
の

収
入
限
度
額
」
の
両
方
の
条
件
に
該

当
す
る
方
は
申
請
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

■
対
象
世
帯

　
平
成
21
年
1
月
1
日
現
在
、
洞
爺

湖
町
に
住
所
が
あ
る
方
で
、
次
の
1

〜
5
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯
。

１
、
満
65
歳
以
上
の
単
身
世
帯
及
び

老
人
世
帯
、
又
は
前
述
の
世
帯
で
あ

っ
て
満
18
歳
未
満
の
児
童
の
み
を
扶

養
し
て
い
る
世
帯

２
、
1
・
2
級
の
重
度
身
体
障
害
者

が
世
帯
主
又
は
同
居
す
る
世
帯

３
、
療
育
手
帳
が
A
ラ
ン
ク
の
知
的

障
害
者
が
世
帯
主
又
は
同
居
す
る
世

帯４
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
1

・
2
級
の
手
帳
所
持
者
が
世
帯
主
又

は
同
居
す
る
世
帯

５
、
ひ
と
り
親
世
帯
で
あ
っ
て
、
満

18
歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
す
る
世
帯

①
生
活
保
護
世
帯
、
施
設
等
に
入
所

又
は
入
院
し
て
い
る
単
身
世
帯

②
事
実
上
扶
養
さ
れ
て
い
る
世
帯

③
冬
期
間
町
外
に
滞
在
し
て
い
る
世

帯＊
①
〜
③
に
核
当
す
る
世
帯
は
対
象

か
ら
除
き
ま
す
。

■
収
入
の
限
度
額

　
（
平
成
20
年
中
の
世
帯
全
員
の
収

入
額
合
計
を
月
割
し
た
額
）

■
1
人
世
帯
　
月
額
　
10
万
円
未
満

■
2
人
世
帯
　
月
額
　
13
万
3
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
未
満

■
3
人
世
帯
　
月
額
　
16
万
6
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
未
満

■
4
人
世
帯
　
月
額
　
20
万
円
未
満

■
持
参
し
て
も
ら
う
物

　
平
成
20
年
中
の
収
入
状
況
が
わ
か

る
物

・
年
金
の
支
払
通
知
書
又
は
年
金
の

振
込
ま
れ
て
い
る
通
帳

・
源
泉
徴
収
票
、
そ
の
他
、
給
与
支

払
明
細
書
等
の
収
入
が
確
認
で
き
る

書
類

・
事
業
所
得
の
あ
る
方
は
、
平
成
20

年
分
の
確
定
申
告
書
の
写
し
（
平
成

20
年
収
入
分
）

・
印
鑑

・
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
又

は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

＊
代
理
申
請
の
場
合
は
委
任
状
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

■
申
請
の
期
限

　
平
成
21
年
1
月
13
日
（
火
）
か
ら

平
成
21
年
3
月
23
日
（
月
）
ま
で

■
申
請
の
場
所

　
本
庁
健
康
福
祉
課
福
祉
係
・
洞
爺

総
合
支
所
住
民
係
・
洞
爺
湖
温
泉
支

所
の
各
窓
口
で
申
請
で
き
ま
す
。

■
助
成
の
量

　
一
世
帯
あ
た
り
灯
油
1
3
0
リ
ッ

ト
ル

■
問
合
せ

　
本
庁
健
康
福
祉
課
福
祉
係
　
　
　

　
0
1
4
2-

74-

3
0
0
1（
直
通
）

　
　
月
11
日
、室
蘭
税
務
署
に
よ
る

　
　
平
成
20
年
度
納
税
表
彰
式
が
室

蘭
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
を
会
場
に
開
か

れ
、洞
爺
湖
町
か
ら
宮
腰
哲
雄
氏（
入

４
区
）が
納
税
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
賞
は
、団
体
の
活
動
を
通
じ

て
納
税
意
識
の
高
揚
に
功
績
の
あ
っ

た
方
を
対
象
に
選
考
さ
れ
る
も
の
で

宮
腰
氏
は
西
胆
振
納
貯
連
を
は
じ
め

洞
爺
湖
町
納
貯
連
の
副
会
長
、
信
金

虻
田
会
納
税
組
合
長
と
し
て
納
税
意

識
の
高
揚
に
努
め
ら
れ
た
ば
か
り
で

な
く
、
組
織
の
体
制
強
化
と
租
税
の

自
主
納
付
体
制
の
確
立
の
た
め
の
活

動
な
ど
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の

で
す
。

洞爺湖町
福祉灯油の購入
助成のお知らせ

洞爺湖町
福祉灯油の購入
助成のお知らせ

洞爺湖町
福祉灯油の購入
助成のお知らせ

　平和祈念事業特別基金では、いまだ請求されて
いない引揚者、恩給欠格者、戦後強制抑留者の「ご
本人」に、『特別慰労品』を贈呈しています（ご遺族
の方は対象となりません）。
　 「引揚者」は、終戦の日まで引続き1年以上外地
で生活していて戦後引き揚げてきた家族全員が
対象です。
　請求書等は、本庁健康福祉課、洞爺湖温泉支所、
洞爺総合支所住民係の窓口にあります。
　請求期限は平成21年3月31日までです。未請求
の方は、早急に申請してください。
　資格要件等の質問は、次の独立行政法人平和祈
念事業特別基金まで（請求に関する「お問合せ」や
「ご相談」は無料です。）
　無料電話：0120-234-933
　　　　　　（月～金9:15～17:15、土日祝日休）

平成21年3月31日で、「特別慰労品」
贈呈の受付が終了します。

平成21年3月31日で、「特別慰労品」
贈呈の受付が終了します。

15

老

納税表彰に

　宮腰哲雄氏受賞　
納税意識の高揚などに尽力

納税表彰に

　宮腰哲雄氏受賞　
納税意識の高揚などに尽力
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北
海
道
よ
り
、
10
月
17
日
に
、 
 
 
 
 
 

　
　
洞
爺
湖
駅
前
の
花
壇
作
り
と
整

備
を
清
水
友
愛
の
里
緑
化
事
業
班
で

行
っ
て
き
た
こ
と
に
対
し
、
感
謝
状

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
緑
化
事
業
班
は
平
成
3
年
よ
り
洞

爺
湖
町
の
町
内
花
壇
及
び
自
治
会
、

団
体
に
年
間
八
万
本
の
花
を
作
り
、

配
布
し
て
、
町
内
の
花
い
っ
ぱ
い
運

動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
は

施
設
利
用
者
8
名
、
地
域
生
活
者
4

名
、
町
内
在
宅
者
2
名
、
担
当
職
員

4
名
の
計
18
名
で
苗
作
り
か
ら
花
壇

へ
の
定
植
、
管
理
ま
で
を
手
掛
け
て

い
ま
す
。

　
今
年
は
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催

も
あ
り
、
洞
爺
湖
町
も
町
を
上
げ
て

花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
実
施
し
、
特
に

開
催
地
で
あ
る
洞
爺
湖
温
泉
地
区
と
、

人
の
行
き
交
う
洞
爺
駅
前
に
は
規
模

を
拡
大
し
て
の
花
壇
作
り
と
な
り
ま

し
た
。
駅
周
辺
に
は
春
は
パ
ン
ジ
ー

・
ビ
オ
ラ
を
、
夏
は
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル

ド
を
、
各
三
千
五
百
本
植
え
込
み
、

多
く
の
人
た
ち
に
見
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
の
事
業
が
評
価
さ
れ
、
当

日
は
、
JR
北
海
道
鉄
道
事
業
部
企
画

部
長
、
東
室
蘭
地
区
駅
長
、
洞
爺
駅

長
ら
が
訪
れ
、
感
謝
状
の
伝
達
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
17
年
間
に
亘
り
継
続
し
て
き
た
事

業
に
対
し
て
の
評
価
と
受
け
留
め
、

今
後
も
町
内
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
に

責
任
を
持
っ
て
取
り
組
み
、
更
に
努

力
を
惜
し
ま
ず
に
続
け
て
い
く
必
要

性
が
あ
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。

　
12
月
7
日
に
、
洞
爺
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
と
の
交
歓
会
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
洞
爺
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と

は
、
十
数
年
に
亘
り
、
年
一
回
交
流

会
を
開
い
て
い
ま
す
。
内
容
は
様
々

で
あ
り
、
過
去
に
は
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
、
果
物
狩
り
、

炊
事
遠
足
な
ど
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。

　
今
年
は
、
餅
つ
き
を
し
て
、
つ
き

た
て
の
お
餅
を
食
べ
な
が
ら
会
話
を

楽
し
み
、
更
に
は
小
熊
社
中
の
皆
様

に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
清
水
友

愛
の
里
の
お
琴
ク
ラ
ブ
に
よ
る
演
奏

を
聴
く
と
い
う
企
画
で
実
施
し
ま
し

た
。
つ
い
た
お
餅
は
、
黄
な
粉
や
砂

糖
醤
油
を
ま
ぶ
し
、
ま
た
中
に
餡
を

入
れ
て
大
福
に
し
ま
し
た
が
、
今
回

は
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
方
の
奥
様

に
も
お
手
伝
い
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

22
㎏
と
い
う
大
量
の
も
ち
米
で
す
か

ら
、
全
て
の
お
餅
を
丸
め
る
だ
け
で
、

重
労
働
で
す
。
そ
れ
で
も
参
加
さ
れ

た
奥
様
方
は
「
昔
は
良
く
や
っ
た
け

ど
、
久
し
ぶ
り
だ
わ
」
と
言
い
な
が

ら
、
2
時
間
も
の
長
い
間
、
お
餅
の

加
工
に
携
わ
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
餅
つ
き
後
は
、
昼
食
会
を
開
き
、

つ
き
た
て
の
お
餅
を
、
雑
煮
と
納
豆

餅
に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
柔
ら

か
い
お
餅
を
食
べ
な
が
ら
、
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
方
と
、
昔
の
交
流
会

な
ど
の
話
を
し
、
懐
か
し
い
光
景
が

浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。

　
最
後
は
、
お
琴
の
演
奏
に
合
わ
せ

て
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
方
に
2

曲
演
歌
を
歌
っ
て
い
た
だ
き
、
大
変

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
洞
爺
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
皆
様
、

小
熊
社
中
の
皆
様
、
お
忙
し
い
中
、

交
流
の
機
会
を
い
た
だ
き
、
大
変
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
10
月
28
日
に
、
財
団
法
人
　
大
友

福
祉
振
興
財
団
よ
り
助
成
金
が
交
付

さ
れ
、
清
水
友
愛
の
里
に
、
A
E
D

（
自
動
対
外
除
細
動
器
）
救
急
用
人

口
蘇
生
器
、セ
フ
テ
イ
ハ
ー
ド
ル（
浴

室
用
滑
り
止
め
マ
ッ
ト
）
を
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。
通
所
授
産
施
設
あ
す
な

ろ
及
び
通
所
授
産
施
設
あ
け
ぼ
の
に

も
、
そ
れ
ぞ
れ
A
E
D
と
人
口
蘇
生

器
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
清
水
友
愛
の
里
は
、
開
設
か
ら
25

年
を
迎
え
、
利
用
者
の
高
齢
化
、
重

度
化
が
進
み
、
町
で
暮
ら
す
力
、
働

く
力
を
身
に
付
け
る
た
め
の
支
援
か

ら
、
体
調
管
理
及
び
事
故
防
止
対
策

な
ど
に
重
点
を
置
い
た
支
援
が
中
心

と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
常
に
一
人
ひ

と
り
へ
の
目
配
り
を
怠
ら
ず
、
利
用

者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
を
整

え
て
い
く
た
め
に
は
、
設
備
面
で
の

整
備
が
大
変
重
要
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
器
具
類
の
助
成
を
機

に
、
今
ま
で
以
上
に
利
用
者
に
安
心

と
安
全
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
好
意
、
ま
こ
と
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
17
回

花
壇
整
備
に
感
謝
状

お
正
月
気
分
を
先
取
り

 

〜
洞
爺
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

 
 
 
 
 

ブ
と
の
交
歓
会
〜

よ
り
安
心
し
て

 
 
 

暮
ら
せ
る
環
境
を

ＪＲ

感謝状を手に記念撮影感謝状を手に記念撮影

楽しく過ごした
洞爺ライオンズクラブとの交流会

楽しく過ごした
洞爺ライオンズクラブとの交流会

贈られたA E D贈られたA E D
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回
ご
紹
介
す
る
作
品
は
「
揺
れ

　
　
る
白
」
。
寄
り
添
う
８
本
の
木

の
よ
う
な
形
を
し
て
い
ま
す
。
木
、

と
い
っ
て
も
ご
く
単
純
な
形
に
省
略

さ
れ
て
い
る
の
で
、
絵
本
に
出
て
く

る
よ
う
な
可
愛
ら
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

正
面
か
ら
見
る
と
、
右
端
が
少
し
斜

め
に
傾
い
て
、
ま
る
で
風
に
吹
か
れ

て
ゆ
っ
く
り
と
揺
れ
て
い
る

よ
う
に
見
え
ま
せ
ん
か
？ 

　
柔
ら
か
そ
う
、
と
い
う
印

象
と
は
裏
腹
に
、
こ
の
作
品

は
白
御
影
石
（
し
ろ
み
か
げ

い
し
）
と
い
う
大
変
硬
い
素

材
で
出
来
て
い
ま
す
。
御
影

石
と
は
、
地
底
の
奥
深
く
に

あ
っ
た
マ
グ
マ
が
冷
え
、
地

殻
変
動
に
よ
っ
て
地
表
に
出

て
き
た
岩
石
の
ひ
と
つ
で
、

古
く
か
ら
建
物
の
内
装
に
も

使
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
丁
寧
に
磨

き
を
か
け
る
と
、
滑
ら
か
で
艶
の
あ

る
表
面
に
な
る
の
で
、
床
や
壁
な
ど

に
も
重
宝
さ
れ
る
石
材
で
す
。
こ
の

硬
い
素
材
を
、
あ
え
て
ぴ
か
ぴ
か
に

磨
き
上
げ
る
こ
と
は
せ
ず
に
、
表
面

を
で
こ
ぼ
こ
の
ま
ま
に
し
て
い
ま
す
。

そ
の
で
こ
ぼ
こ
が
、
光
と
影
の
境
目

を
ぼ
か
す
の
で
、
よ
り
一
層
柔
ら
か

な
印
象
を
生
ん
で
い
る
の
で
す
。
硬

い
素
材
を
い
か
に
柔
ら
か
く
見
せ
る

か
、
こ
れ
も
彫
刻
家
の
力
量
が
問
わ

れ
る
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。

　
冬
の
穏
や
か
な
光
は
、
こ
の
作
品

の
柔
ら
か
な
形
と
陰
影
を
引
き
立
て

て
く
れ
ま
す
。
数
あ
る
ビ
エ
ン
ナ
ー

レ
作
品
の
中
で
も
、こ
れ
ほ
ど「
冬
」の

印
象
が
強
い
作
品
は
あ
り
ま
せ
ん
。

降
り
し
き
る
雪
、
雪
原
の
向
こ
う
に

ぼ
ん
や
り
と
見
え
る
木
立
。
北
国
に

住
む
人
で
あ
れ
ば
、
き
っ
と
何
度
も

目
に
し
た
こ
と
が
あ
る
風
景
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
作
品
を
見
て

い
る
と
、
音
も
な
く
降
り
積
む
雪
の

柔
ら
か
さ
が
思
い
浮
か
ぶ
の
で
す
。

　
雪
か
き
を
考
え
る
と
、
う
ん
ざ
り

し
て
し
ま
う
冬
で
す
が
、
ち
ょ
っ
と

の
間
手
を
休
め
て
、
雪
が
舞
う
風
景

を
楽
し
ん
で
み
る
の
も
い
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
　
化
防
止
剤
、
合
成
保
存
料
等
を

　
　
一
切
使
用
し
て
い
な
い
三
陸
名

産
品
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

煮
　
　
干
　
3
0
0
ｇ
　
6
0
0
円

花
か
つ
お
　
7
5
ｇ
　
　
3
0
0
円

長
ひ
じ
き
　
7
5
ｇ
　
　
4
0
0
円

毎
月
21
日
を
締
切
り
と
し
、
27
日
に

受
け
渡
し
ま
す
。

 

虻
田 

佐
々
木
宅
　 

76
ー
4
5
8
9

 

温
泉 

岡 

村
宅 
 

75
ー
2
7
0
4

 

役
場
産
業
課 
 

74
ー
3
0
0
5

「洞爺湖芸術館」
④④

作品紹介　

「冬の彫刻　内田みどり
　　　　　　『揺れる白』」

「洞爺湖芸術館」

作品紹介　

「冬の彫刻　内田みどり
　　　　　　『揺れる白』」

今

消費者連絡会だより

「生」は多いが茹でれば減少
　ほうれん草などの葉野菜類には、硝酸が含まれていることが知られています。一方で、茹でることで硝酸
が減ることもわかっています。最近の野菜の硝酸量はどの程度か、また茹でるとどれくらい減少するのか、
北海道消費者協会のテストを紹介します。

・野菜の種類とテスト方法
　７種類20品目の野菜（ほうれん草４､小松菜３、水菜３、春菊３、大根菜１、大根３、セロリ３）につい
てテストしました。
・生のときとゆでたときの硝酸量
　生のときの硝酸がゆでることでどれくらい減少するか、種類ごとの平均値で変化を調べてみました。
①生の状態では、大根菜、水菜、小松菜（茎）、セロリが100ｇ当たり硝酸が300mg（以下mg％で表す）
を超えていました。硝酸の残留基準値はありませんが、茹でたあとでは、大根菜の硝酸は約１／２に、水菜
は約３／４になりました。
②葉と茎を分離してテストした小松菜、ほうれん草はいずれも茎が葉の部分より硝酸が多い結果でした。今
回のテストでは、特に小松菜の茎に多くありましたが、茹でることで約１／２に減少しました。
③大根は上部より下部に多い結果でした。

・今回のテストで葉野菜は硝酸が多いことが確認されました。硝酸塩の1日許容摂取量（ADI）は体重50kg
の人で185mgです。平成11年度の旧厚生省の調査によると成人の硝酸塩１日摂取量は289ｍｇで、ADI
を上回っています。そのほとんどは野菜などの生鮮食品由来とされています。
・硝酸は茹でて水にさらすと減少します。茹でたあと、水さらしを十分しましょう。硝酸は体内で発ガン物
質になる恐れが指摘されていますが、野菜にはその働きを抑えるビタミンCも多量に含まれています。

野菜の硝酸テスト

生とゆでたあとの比較

硝酸の取りすぎに注意

酸
硝酸量（ｍｇ％）

種類
生 ゆで

残存量

葉 １２４ ８０ ６６．８％
ホウレン草

茎 ２７０ １６９ ６４．４％

葉 １６９ ５２ ３３．０％
こまつ菜

茎 ４４４ ２２３ ４９．４％

水菜 ５００ ３８１ ７５．８％

春菊 ２００ １４０ ７０．４％

大根葉 ５９３ ２８７ ４８．４％

上部 ５２
大根

下部 ２０２

セロリ ４４０

大根とセロリは生の状態
でテストしました。

「揺れる白」「揺れる白」
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こ
ん に ち は

社会教育です
新 刊 案 内 あぶた読書の家

1月の休館日
15日・22日
29日・2月5日

開館時間
午前10時より午後４時20分まで
（木曜日・祝祭日休館）

■あぶた読書の家　 76 2100
＜一　般＞▽主婦の友実用ＢＯＯＫＳケンタロウ絶品！
おかず（ケンタロウ）▽レクレーションゲーム100（小
山混）▽犯罪小説家（雫井脩介）▽新・御宿かわせみシ
リーズ華族婦人の忘れもの（平岩弓枝）
＜児童書＞▽おひさまのたね（いもとようこ）▽くりす
ますのいぬ（いもとようこ）▽14ひきのもちつき（いわ
むらかずお）

■みずうみ読書の家　 75 4702

* * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * *

イベント・催し物

　役場庁舎町民ロビーを利用し、

毎月1回、絵画・写真・彫刻など

の作品展を行っています。

　今月は洞爺湖温泉料理研究会に

よる「ホテル等の自慢料理写真展」

を開催しますので、是非ご覧くだ

さい。

■期　日　1月19日（月）

　　　　　　　　　～30日（金）

　　　　　9:00から17:30まで

　　　　　（土・日を除く）

　　　　　＜初日は12時から開

　　　　　催、最終日は13時終

　　　　　了＞

■場　所　洞爺湖町役場町民ロビ

　　　　　ー

　＊作品展の希望のある方は、社

会教育課までご連絡ください。

　　　

■期　　日　平成21年 2月 14日

　　　　　　（土）午前9時30分

■会　　場　財田自然体験ハウス

　　　　　　（洞爺町財田）

■参加対象　小学生と保護者ほか

　　　　　　どなたでも＊バスを

　　　　　　利用する方は定員45

　　　　　　名とします

■参加申込　2月6日（金）まで

　　　　　　に教育委員会社会教

　　　　　　育課（　74-3010）　

　　　　　　または社会教育課分

　　　　　　室（　82-5111）へ

　　　　　　お申込ください

■講　　師　財田自然体験ハウス

　　　　　　鈴木　利典氏

■服装・持ち物　

　　　　　　暖かい服装で〔帽　

　　　　　　子・手ぶくろ・長靴

　　　　　　（雪が入らないよう

　　　　　　に）・タオル〕

■その他　　町民カレッジ対象事

　　　　　　業です。パスポート

　　　　　　をお持ちの方は持参

　　　　　　してください。

　　＊荒天の時は中止になります

■問合せ先　社会教育分室へお気

　　　　　　軽にどうぞ

　　　　　　

＜一　般＞▽橋ものがたり・用心棒日月抄・凶刃・孤剣・
刺客（藤沢周平）▽ガリレオの苦悩・聖女の救済（東野
圭吾）▽ものたけの春（志水辰夫）▽公務員の異常な世
界（若林亜紀）▽悼む人（天童荒太）▽日暮らし上・中・
下（宮部みゆき）▽黙契・独り祝言・御暇（佐伯泰英）
▽建築家　安藤忠雄（安藤忠雄）▽アフリカの人（ル・
クレジオ）▽虹の生涯　上・下（森村誠一）▽とんび（重
松清）
＜児童書＞▽てのひら　かいじゅう（松橋利光）▽ぼく
のかえりみち（ひがしちから）

洞爺湖温泉料理研究会　
写真展

冬の探検隊
スノーシューで歩こう

祝日 12日



「さわやか」

の　行　事　予　定

１月
＜「さわやか」トレーニングルーム一般開放＞
火・木・土曜日
　　　　午後 1時～午後8時30分
日曜日　午前10時～午後5時30分

※但し両施設とも祝祭日は除きます。原則的に中学生以下はご利用になれません。

 ＜洞爺ふれ愛センタートレーニングルーム一般開放＞
 月～金曜日
　　午前8時45分～午後5時30分

行　　　　事　　　　予　　　　定
日　　程　　名　　称　　 時　　間　　　会　　場

1月13日(火）
   16日(金）
   20日(火）
   23日(金）
   27日(火）

1月16日(金）

1月23日(金）
     
1月30日(金）

洞爺総合支
所

健康福祉セ
ンター

健 康 診 断 ・ 予 防 接 種
日　　程　　名　　称　　 時　　間　　　会　　場

1月15日(木）

1月29日(木）

午前10時～
12時

午前10時～
11時30分

午前10時～
11時30分

午前10時～
11時30分

  ２月の予定
◆洞爺地区健康相談/2月3日(火)・6日(金)・13日

（金)・20日(金)・24日(火)・27日(金)(洞爺地区）

◆保育所開放/2月6日(金）・13日(金)・27日(金）

（本町保育所）

■連絡先　洞爺湖町健康福祉センター

76－4006 (健康指導係)

洞爺地区
健康相談

保育所開放

親子ふれあ
い遊び

保育所開放

本町保育所

フッ素塗布

乳児検診

　午後1時～
　　2時30分

 受付
　午後1時～
　　1時30分

健康福祉セ
ンター

洞爺地区

◆献血/2月9日(月)(虻田地区）

◆親子ふれあい遊び/2月20日(金)(健康福祉センター）

◆乳児検診/2月26日(木)(健康福祉センター）

今月のワンショット

入江保育所
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　 洞爺湖温泉のにぎわい広場に設置されたイルミネーシ

ョントンネルが、12月20日点灯を始め、約40万個の発光

ダイオードと電球が幻想的な雰囲気をかもし出しました。

　このダイオードなどは、町内出身者が勤務する静岡県の

総合レジャー会社「時之栖（ときのすみか）」から町の振

興に使ってほしいと寄贈をうけたもので、全長約70メート

ルの同トンネルが完成しました。

　長崎良夫町長らのテープカットと同時にスイッチが入る

と、暗闇から一瞬にして彩られたイルミネーションのトン

ネルが浮上し、来場者からは、歓声が上がりました。

　点灯時間は、19時―22時で、2月15日まで実施。

　これに呼応して、温

泉街のホテルや飲食店

などでも同社から寄贈

された電飾を使って飾

りつけ、街全体を盛上

げています。

電飾のトンネル点灯
　　　　　洞爺湖温泉街を彩る

道の駅「あぷた」
　　新メニュースイーツ好評

　道の駅「あぷた」では、地元野菜を使用したスイーツを
11月から販売。現在甘さ控えめでふわふわのスポンジが特
徴のかぼちゃのシフォンケーキが好評を博しています。
　価格は、1個（約130ｇ）
200円で、１ホールは1,50
0円で販売しています。一
度ご賞味あれ。
問合せ　道の駅あぷた
　　　　0142-76-5501へ。

電飾のトンネル点灯
　　　　　洞爺湖温泉街を彩る

「風っ子」でのクリスマス会「風っ子」でのクリスマス会

かぼちゃのシフォンケーキかぼちゃのシフォンケーキ
電飾のトンネルを通る観光客ら電飾のトンネルを通る観光客ら
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地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営

に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
（
平
成

19
年
法
律
第
97
号
）
に
よ
り
平
成
20

年
度
か
ら
各
教
育
委
員
会
は
、
毎
年
、

そ
の
教
育
行
政
事
務
の
管
理
及
び
執

行
状
況
に
つ
い
て
自
己
点
検
及
び
評

価
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
関
す
る
報

告
書
を
議
会
に
提
出
す
る
と
と
も
に
、

町
民
の
皆
様
に
も
公
表
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
報
告
書
の
全
文
等
を
掲
載
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
洞
爺
湖
町
教
育
委
員
会

管
理
課
及
び
洞
爺
総
合
支
所
内
社
会

教
育
課
分
室
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

【
ご
意
見
・
ご
質
問
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
】

　
「
教
育
委
員
会
の
点
検
・
評
価
」

に
つ
い
て
、
ご
意
見
・
ご
質
問
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
意
見

な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
の
施

策
・
事
業
な
ど
の
推
進
に
当
た
っ
て

の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
お
問
合
せ
　
洞
爺
湖
町
教
育
委
員

　
　
　
　
　
　
会
管
理
課
学
校
教
育

　
　
　
　
　
　
〒
0
4
9-

5
6
9
2

　
　
　
　
　
　
洞
爺
湖
町
栄
町
58
番

　
　
　
　
　
　
地

　
　
　
　
　
　
　 

74-

３
０
０
９

　
　
　
　
　
　
F
A
X
76-

３
２
１
６

　 
 

　
平
成
21
年
度
と
平
成
22
年
度
の
物

品
購
入
な
ど
の
競
争
入
札
参
加
資
格

申
請
書
並
び
に
建
設
工
事
参
加
資
格

申
請
書
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

　
受
付
終
了
日
近
く
に
は
混
雑
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間
　
平
成
21
年
2
月
2
日

　
　
　
　
　
　
〜
平
成
21
年
2
月
28

　
　
　
　
　
　
日
ま
で

■
申
請
書
　
物
品
購
入
な
ど
…
総

　
　
　
　
　
　
務
課
に
用
意
し
て
あ

　
　
　
　
　
　
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
洞
爺
湖
町
の
ホ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン

　
　
　
　
　
　
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
建
設
工
事
な
ど
…
　

　
　
　
　
　
（
社
）
北
海
道
土
木
協

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
会
作
成
の
市
町
村
統

　
　
　
　
　
　
一
様
式
で
す
。

■
提
出
先
　
役
場
総
務
課
契
約
係

　
　
　
　
　
　
（
　
74-

３
０
０
０
）

＊
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
見
て
い
た
だ
く
か
、
総
務

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
本
年
度
５
回
目
の
無
料
法
律
相
談

を
実
施
し
ま
す
の
で
、
財
産
、
家
族
、

生
活
上
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
で
お
悩
み

の
問
題
に
つ
い
て
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
（
相
談
に
際
し
て
は
、

具
体
的
な
資
料
な
ど
が
あ
れ
ば
、
持

参
さ
れ
ま
す
と
よ
り
効
果
的
で
す
。）

　
な
お
、
相
談
さ
れ
る
方
は
１
月
28

日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
１
月
30
日
（
金
）
午

　
　
　
　
　
　
後
１
時
30
分
よ
り
３

　
　
　
　
　
　
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
洞
爺
湖
温
泉
支
所
会

　
　
　
　
　
　
議
室

■
相
談
対
応
　
弁
護
士
　
馬
見
州
一

　
　
　
　
　
　
先
生

■
問
合
せ
　
住
民
課
住
民
係
　
　

　
　
　
　
　
（
　
74-

３
０
０
２
）
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物
品
購
入
並
び
に
建
設
工
事

等
の
入
札
参
加
資
格
申
請
を

受
け
ま
す

心
か
ら
お
く
や
み

　
　 
 
 

申
し
あ
げ
ま
す

故板垣ちえ子さん
■11月3日死去
■78歳■遺族は
清隆さん■温8区

故尾形和夫さん
■11月9日死去
■63歳■遺族は
久子さん■入1区

故古川ハツさん
■11月4日死去
■97歳■遺族は
英俊さん■本6区

故志賀陽子さん
■11月11日死去
■54歳■遺族は
辰彦さん■洞第3

故種田宣子さん
■11月20日死去
■74歳■遺族は
勉さん■本5区

　
最
愛
の
ご
家
族
を
亡
く
さ
れ
、ご
冥
福
を
心
か
ら

お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
ご
遺
族
の
上
に
も
限
り
な
い
ご
加
護
と
、故
人
の

み
た
ま
が
安
ら
か
に
お
眠
り
く
だ
さ
る
こ
と
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

故大西德雄さん
■11月2日死去
■73歳■遺族は
恒子さん■洞第4

無
料
法
律
相
談

故木村艶子さん
■11月22日死去
■86歳■遺族は
省平さん■洞第4

故佐伯美喜子さん
■11月24日死去
■89歳■遺族は
弘一さん■清水区

教
育
委
員
会
の

　
　
　
　
　
　
点
検
・評
価

故大廣　厚さん
■11月25日死去
■73歳■遺族は
フヂ子さん■大原

故石垣隆雄さん
■11月26日死去
■72歳■遺族は
喜隆さん■緑沢
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こ
んに
ちは赤ちゃん

ご家族の深い愛情につつまれて誕生した
プリンスとプリンセスのご紹介です。
ご家族は「早く大きくなーれ」と

成長を楽しみにしていることでしょう。
いろいろな可能性を秘めて、
洞爺湖町に誕生した赤ちゃん、

その純粋な瞳は何を見つめているのでしょうか？

福島　勘右くん
正和さん・将美さん
10月20日生 虻1区

（かんすけ）

髙梨　心晴ちゃん

 大西　陸斗くん
慎さん・由香さん
10月12日生 虻４区

（りくと）
三浦　督史くん
潤介さん・香織さん
10月21日生 虻6区

（まさふみ）

安倍　優菜ちゃん
茂仁さん・育美さん
10月21日生 入4区

（ゆな）
大廣　恭志くん
和幸さん・友絵さん
10月24日生 洞第４

（ちかし）

正志さん・奈緒さん
10月27日生　入1区

（こはる）

■発行・編集：洞爺湖町企画防災課広報統計係 〒049-5692 洞爺湖町栄町58番地
0142－74－3004 ＦＡＸ 0142－74－2121

■ホームページアドレス／ｈｔｔｐ： jpｗｗｗ.town.toyako.hokkaido.

人口と世帯の動き (平成20年11月30日現在)

男…… 4,976人
女…… 5,656人
計……10,632人
世帯…… 5,241世帯

月対比
(△ 14)
(△ 12)
(△ 26)
(△ 14)

　新年あけましておめでとうございます。
昨年はサミットが開催され、個人的にも忘
れられない年となりました。▼今年は、全
般的に厳しい年となりそうです。知恵をし
ぼり、汗をかく１年にしたいものです。
　　　　　　　               （Ｈ．Ｏ）

東  奔  西  走


